













て 43 菌種以上が知られている 1）。レジオネラの特徴
は通常の細菌検査用培地には発育しないことで、発育
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2 ） 湖沼水、雨水、観賞魚の水槽水の採取 :2003 年か
ら 2004 年まで、津山市内北部の湖沼（図 1）の水、
総計 71 サンプルを採取した。また、美作大学校舎




採取時に pH および水温の測定も行った。2004 年
には、観賞魚の水槽水を 10 例を検査した。






塩酸・塩化カリウム溶液 pH2.2）を 2ml 加え、5 分
間攪拌し、これを菌分離のためのサンプル前処理
とした。2004 年では、採取した水 280ml を 50℃、
30 分間の熱処理を加え、10,000rpm 10 分間の遠心
後、沈澱をレジオネラ菌分離用緩衝液 1ml で処理
する前処理法を用いた。
4 ） 菌の分離培養と同定 : 前処理を行ったサンプル液を





























抗血清を用いた凝集検査では、ニューモフィラ 1 ～ 6
群・ボゼマニイ・デュモフィ・ゴルマニイ・ミクダディ
の菌種ではないと判断された。2004 年の成績からは
合計 18 サンプル中 2 サンプル（11.1%）からレジオ
ネラは分離された。血清型別では、分離菌の 1 株は、
Legionella pneumophila  6 群と判定されたが、他は型別
未定である。また、型別未定株は、SDS-PAGE により、

















れ 21.2± 0.8℃、28.5± 0.6℃、20.4± 0.9℃、13.6± 0.9℃
であった。春の pH の成績はないが、夏、秋、冬の平


































において調査数 73 箇所のうちの 5 箇所からレジオネ
ラが検出されており、雑用水からの検出率は 6.8% と
低い。本調査において、レジオネラの検出された時の
検出成績だけを注目すれば、2003 年秋の 13 例中 1 例











































る雨は、近年酸性化している。1993 ～ 1995 年の環境
庁の調査によると、倉敷で pH4.6 ～ 4.7 の酸性雨が確
認されている。今回調査した雨水（平均 5.35 ± 0.63）、
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